その 国の 一 時代の 文学が、 外国 文学の 影響 を 受けた 

ことに 於て、 明治 以後の 日本文学 ぐら ゐ 著しい 例 は あ 

るまい。 

処で、 その 影響が、 単に 思想 的 内容 や、 表現の 形式 

に 止まらず、 文学の 本質的 審美 観念 にまで 浸潤して、 

殆ど 模倣より 脱却し、 日本 現代 文学の 一 様式と して 存 

在の 価値 を 認め 得る ものに 短篇 小説が ある。 

これに 反して、 文学の 他の 部門、 殊に 戯曲に 至って 

は (詩の 方面 は 暫く 問題外と する) 外国 劇の 影響から 

殆ど 本質的な 何物 を も 摂取す る ことができなかった。 

日本 現代の 戯曲 は、 誇張な く、 文学的 表現の 原始時代 



にある。 

この こと は、 本誌 (演劇 新潮) の 問に も 答へ ておい 

たこと であるが、 舞台の 言葉と しての 戯曲の 文体、 劇 

的 本質と しての 「生命の 韻律」 は、 少数の 先天的 劇作 

家 を 除いて、 多くの 日本 現代 作家が これ を 理解して ゐ 

ると 認める こと はでき ない。 而も 今日、 戯曲 を 書かう 

とする もので、 意識的に も 無意識的 にも、 泰西 作家の 

作品に その 範を 取らない ものが 一 人で も あらう か。 

シェイク スピ ィャは 早く 我が国に 伝 へられた。 ィプ 

セン ゃマァ テル ランク もとく に 読まれて ゐる。 ス トリ 

ンドべ リイ 熱、 チェ ホフ 熱 も 盛んであった。 ハウプト 



から 戯曲 を 書かう とする 青年 (令嬢で も 可な り) が、 

「な あに、 戯曲なん ていふ もの は、 いい加減な もので、 

喋 舌る 通り 書けば いいん ぢ やない か」 などと、 大胆に 

も、 「人物」 「時代」 などと、 通 をき め 込まない やうに、 

それから また、 生来 芝居に 反感 を 抱いて ゐる わけで は 

ない が、 「現代劇」 だけ は 御免 だ、 金 を 呉れても 行きた 

くないな どと 頑張る 「吾 党の 士」 に、 「いや、 今の 日本 

現代劇が まだ ほんとの 現代劇に なって ゐな いので、 詰 

リ 西洋で 古典 劇と 区別され る 近代劇、 その 区別され る 

ところ だけ を、 日本 在来の 芝居に 取って 附け たやうな 

もので、 西洋で は 古典 劇から 近代劇 を 通じて、 ある 一 



て 外の こと は 何にも 問題に しない やうに 思 はれる 恐れ 

が あるが、 今のう ち は、 そんな ことぐ らゐ 我慢す る。 

要するに、 外国 劇の 研究 をもう 一 度し 直す 必要が あ 

る。 それに は、 もう それぞれの 作家、 それぞれの 作品 

の、 文学史 的 考察 や、 思想 的 傾向の 吟味 や、 所謂、 独 

逸 流 演劇 学者 の 作劇術より 見 たる 戯曲 構成 の 論議 や、 

そんな 風な こと はどうで もい い。 ほんと に、 もうどう 

でもい いので ある。 われわれ 芸術家 並びに 芸術 愛好者 

にと つて は。 それよりも、 一人の 作家の 一 つの 作品 を、 

頭の いい ものなら 十 度、 頭の 悪い ものなら 十五 度 (そ 

の差大 ならず) ばかり 読み返 すんで す。 勿論 原書で さ。 



とが。 試みに 今 この 「いいえ」 とい ふ 言葉の 「言 ひ 方」 

が 幾通り あるか 思 ひつく まま を 挙げてみ よう。 調子 を 

表 はす 符号 はない から、 その 調子 を 出す ために 他の 言 

葉 をつ け 加へ てみ よう。 

いいえ、 違 ひます。 (さ うぢゃありません) 

いいえ、 わたし は 知りません よ。 なに かのお 間違 

ひで せう。 

いいえ、 なかなか、 それ どころ の 騒ぎ ぢ やな いん 

です。 

いいえ、 さ うぢ やな いんです つたら。 

いいえ、 さう に 違 ひありません。 



E、J 、 o 

これで まづ、 「我等の 劇場」 が 要求す る 演劇の 根本 条 

件に ついて、 戯曲の 本質、 舞台の 言葉なる 意義 並びに 

その 研究 法に ついて、 概略の 説明 を 終った つもりで あ 

る。 (一九二 五. 四) 
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